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　支援する会のみなさん、お変わりなくご活躍のことと思います。

さて浅田さんは2月16日に69歳の誕生日を迎えました。ますます意気盛んです。翌17日には、裁判所、原告団、被告団の3者による今後の裁判の進行を巡る協議が開催されました。以下、その報告とＮＨＫＥテレ放送後の感想を併せて掲載致します。

裁判長と裁判官１名、3月末で交代、
次回口頭弁論5月10日(水)14時～15時

　古謝です。いつもお世話になっております。

さて、本日午後２時～午後２時３０分、進行協議が開かれましたので、その概要をご報告いたします。

被告側からは、自立支援法７条の解釈に関する準備書面（１０）、被告主張の前提となった厚労省の回答などの書証（乙２１の１～乙２３）が提出されました。

これに対し、原告側からは、被告の主張と厚労省の回答との齟齬の説明を求める準備書面１５を提出しました。

被告代理人は「厚労省からの回答は、裁判所からの釈明にストレートに答えていない部分もある。法解釈に関する岡山市の主張と厚労省の主張とは結論は同じだが、理由付けが若干違う。検討のうえ、原告の求釈明に回答するか考える」などと述べました。

裁判長からも「原告の求釈明を踏まえ、裁判所としても再度の釈明が必要かどうか検討し、必要があれば書面で示す」との発言がありました。

そして、裁判長や右陪席裁判官からは、「法７条のような調整規定は、ほかの社会保障関係法規にも存在するはず。法７条も、支援法と介護保険法との調整だけではなく、労災保険との調整についても定めている。労災の場合、上限何円などと、金銭給付が前提になるので、支援法と労災との調整の局面では、金銭給付に換算していると想定される」との指摘がなされたうえで、被告に対し、「支援法と介護保険法との調整以外の場合の調整規定の内容、運用実態、通達等を明らかにしてほしい」との要望がありました。

また、裁判長から原告に対し、裁判所の解釈を踏まえて、請求の趣旨（一部取消の可否等）や請求原因を変更する必要があるか、検討してほしいとの要望もありました。

今後の日程としては、被告側が３月３１日までに書面で回答を示し、原告側が法７条解釈に関する主張等を４月２８日までに提出することとなりました。

次回は５月１０日午後２時から午後３時まで、口頭弁論期日となりました。

この日は、裁判官交代に伴い、弁論更新手続、意見陳述等が行われることになります。

以上、ご報告いたします。

　これまでの18回に及ぶ口頭弁論はなんだったのか、再度振り出しの戻ったのかと疑問が残るとなりました。原告・弁護団、支援する会も加わって、早速今後の取組について協議することとしています。

　Ｅテレ「障害者と憲法」視聴後の意見,

その後も届く。

いくつかの“あれ？”( 2/11)
費用のことで、一般の視聴者から『何を甘えてるんだ』という、誤解を受けそうな、しあがりでした。

今、リストラや貧困で苦しんでる人たちがいることを考えれば、月５００００円もの請求が来ていることを伝えなければ、裁判を起こしてまで訴えている意味が伝わっていかないと、痛感しています。

　僕が気に留めたのは、『憲法を安心してはいけない』という教授のことばです。あれ？って思いました、正直。声を挙げ続け裁判までしないと、僕らって、生きられないんだ。とも。

介護保険導入に関して、知るかぎり、老人が自らデモしたり、訴訟を起こしたりして動いたというのは聞かなかったです。かたや、障害福祉は、当事者が自ら声を挙げ続け、やっと今の状態です。この差は、何なんでしょう？

 　『老人は、やがてみんなが通る道で、障害者は特別なもの。援助を当たり前だと思って感謝してない。こう思ってる人は主人も含め、まだ多いです』という、僕の文集の読者から２４年前にもらった手紙の一文が思い出されます。何度か誤解を解くべく文を交わそうとしたのですが…。齢を重ねられたご夫婦が、どう考えられているのか、定かではありませんが。

この一文のような考え方を持っている方は、今でも根強くいらっしゃるでしょう。たぶん、この違いなんでしょうね。

施設を出た人たちがクローズアップされていますが、あくまでも生き方の選択肢の一つであることも、触れてほしかったです。(浅田さんのかなり後輩の親元で生活する重度障害者より)

　わかりやすかった！　さらに輪を大きく(2/11)
出張により、遅れて今日録画を視ました。

番組そのものも分かり易いものでしたが、浅田さんの訴え、吉野先生のお話が心を打ちました。

NHＫもよくこうした番組を作ったと思いますが、浅田さんらの訴えが事態を動かしたのだと思います。

さらに輪を広げて頑張りましょう。(元共産党県議の支援者)
  浅田さんの主張がよく描かれた！　(2/12)
  横断幕も開けないほどの寒風吹きすさぶ２月７日、天海訴訟の第８回口頭弁論が千葉地裁で開かれ、東京の障害者ら約３０名が宣伝・傍聴・報告集会に参加しました。

そしてその夜、ＮＨＫ　Ｅテレ「ハートネットＴＶ・くらしと憲法」で岡山市を相手に闘っている浅田訴訟の原告の浅田達雄さんの姿が映しだされました。憲法に主眼をおいた浅田さんの主張が良く描かれた番組でした。

番組の記者が昨年末に障千連にも取材に来た時、きたがわてつさんの「日本国憲法前文」を紹介し番組でもその歌が流れたので少しは番組作りに役立てたと思います。

また１４日の１３時５分から再放送されますのでぜひご覧ください。(千葉市で闘う天海さんより)

生の声の迫力！(2/13)
＊2月7日のEテレの放送を拝見いたしました。

浅田様の考え・生き方をご自身の声で語られていたことが良かったです。やはり、生の声で聞くとのとアナウンサーのナレーションで聞くのとでは迫力が違います。私も、浅田様に負けずコツコツとですが、活動を続けようと思います。(福祉オンブズ香川事務局長横山君子さん)

＊私の周りでも感動した・・・という人の声を聞きます。報道を力にして運動が広がることを願っています。(2/14 岡山市支援者)

＊知らないでいたことを知らされました。憲法が持つ我々の生活を守る手立てを、憲法が指示する為政者に果たさせることこそが今必要なのですね。　がんばる浅田さんはじめ貴兄方に敬服いたします。 (2/15北海道から)

＊私が一番ガツンと来た場面は第12条「不断の努力」！ 長い歴史の中で運動をしてきた方、支えて来た沢山の人たち、そして清水さんや浅田さんの命をかけたような奮闘で今日があるのだと思いました。改めて憲法を読みなおしました。私も憲法を守る一員であり続けたいと思います。(2/16  岡山市内支援者)

＊凄いと思いました。長年闘い続けて来られ、命尽きるまでという気概を感じました。吉野さん自身からも同じものを感じ、長生きしてほしいと思いました。観てくれた友人二人、出かける為、ビデオに撮った友人一人で、観た友人は、とても感動していました。 長生きして頑張って下さい。(2/18東京の支援者)

カンパに感謝！

今年1月以降もカンパが届いています。1月以降のカンパ者：定期カンパ者(岡﨑茂明さん、中村恂二さん、吉田裕美さん)、ダイレクトで振込んでくださった京都の渡部昌治さん、大口のカンパをくださった名古屋の渡辺 覚さん、感謝です。

　カンパをくださっているみなさんのお蔭で支援する会の財政が維持されています。浅田さんと弁護団、支援する会は、支援してくださるみなさんに感謝に堪えません。紙上を借りてお礼を申し上げます。今後ともご支援をよろしくお願い申し上げます。
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障岡連事務局内　浅田達雄さんを支援する会
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【事務局】
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支援する会はＥテレのＤＶＤを持っています。


貸出しします。申し込みは事務局へ！











